（別記様式第１号）
平成　年　月　日
地域材利用拡大緊急対策事業（事業実施主体のうち広葉樹材の活用によるしいたけ生産支援対策を対象とする者）に係る事業計画提案書
　日本特用林産振興会会長　殿
　　　　　　　　　　　　　　申請者　　住　所
　　　　　　　　　　商号又は名称
代表者氏名　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　
　標記について、下記のとおり関係書類を添えて提案します。
記
１　事業実施主体の概要
２　事業の概要
３　助成対象事業費内訳
４　事業を実施するための必要な経費
５　定款、寄附行為、役員名簿、団体の事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット等（協議会により実施する場合は、協議会の規約、名簿等）
 １　事業実施主体の概要

	団体等の名称
	

	代表者名
	

	所在地等
	住所
	

	
	ＴＥＬ
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	

	本事業の実施体制等
	直接担当者名
	

	
	経理担当者名
	

	
	経理規程等の有無　（有）・（無）

	その他（類似事業の実施状況等を記載して下さい。）
	


２　事業の概要（記入参考例）
	(１)事業計画

	ア．原木しいたけの生産性や品質向上に向けた取組の場合

生産及び栽培管理方法の現状を記載するとともに、事業実施主体として、この栽培工程や管理方法等をどのように改善していくのか分かるように、その実証的な取組内容（具体的に見込まれる成果も含む）を出来るだけ具体的に記載してください。また、本事業の事務、進行管理、指導監督等を実施するための実施体制を記載してください。なお、改善を目指す栽培管理方法の工程表、マニュアル、実施体制図などの詳細は別紙に記載してください。

【記載例】

１．当団体の会員は○名であるが、今回、生産性の向上（または品質の向上）に向けた取組を○名（５名以上）で行うこととしている。

２．現在、林内での露地栽培により生産しているが、価格の低迷により生産量が○割程度減少しており、今回、被覆による雨避けや保湿など、しいたけ栽培に適した栽培環境づくりを行いつつ、植菌本数増加による生産量回復に取組む。

３．また、高品質なしいたけを生産するため、栽培管理マニュアルの作成及びそれに沿った栽培工程を一部改善（具体的内容は別紙）した取組を行う。

４．事業の実施にあたっては、当該補助事業にかかる経理担当者を配置し､グループのリーダーによる進行管理、指導監督等を行う体制を整え、事業実施期間内に完了させることとしている。

イ．新たに原木しいたけ生産を始める場合

新たに取り組む原木しいたけ生産の概要とともに、本事業の事務、進行管理、指導監督等を実施するための実施体制を記載してください。なお、栽培管理工程表、実施体制図などの詳細は別紙に記載してください。

【記載例】
１．生産者の高齢化が著しいことから、新規生産者の掘り起しによって世代交代を図るため、当団体への新規参入者〇名（５名以上）が新たに原木生しいたけづくりに取り組む。このための原木不足対策として、地域の森林組合・原木伐採者との連携を図りながら生産振興に努める。
２．事業の実施にあたっては､当該補助事業にかかる経理担当者を配置し、グループのリーダーによる進行管理、指導監督等を行う体制を整え、事業実施期間内に完了させることとしている。

３．栽培管理工程表、実施体制は別紙のとおり。

ウ．　ア、イに合わせて説明会や現地検討会などを行う場合
【記載例】

１．マニュアルの作成または内容の改善を検討するため、研究者、種菌メーカー、生産者リーダー等からなる検討会を開催する。

２．新たなマニュアルに基づく栽培工程管理を当団体会員に普及するため、専門家を講師として地区内において技術講習会や現地検討会を開催する。


	(２)事業効果(事業実施によって得られる効果を記載)

	ア．原木しいたけの生産性や品質向上に向けた取組の場合

本取組における栽培管理方法の改善等により期待される効果について、具体的に（出来れば定量的に）記載してください。また、本取組による波及的な効果とともに、本取組により広葉樹の活用にどの程度貢献するのかも記載してください。
【記載例】

１．本取組によってしいたけ栽培環境が整うとともに、植菌本数を増加することから、しいたけ生産量が○％程度増加するとともに、きのこ原木として地域材○ｍ3程度の活用が見込まれる。

２．栽培工程の改善により高品質なしいたけ生産を行うことにより、現在〇％であるＡ・Ｂ品率を〇％程度向上させるとともに、これによってキロ単価を〇円（△％）程度向上させることを目標とする。

３．これらの栽培工程の改善を普及することにより、当団体会員の収入増加と生産意欲の向上につながることから、ひいては植菌量が増大し、しいたけ生産量が〇％程度増加する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ．新たに原木しいたけ生産を始める場合

本取組による波及的な効果とともに､本取組により広葉樹の活用にどの程度貢献するのかも記載してください。
【記載例】

１．新規生産者の参入によって生産量が拡大するとともに、退職を機にした地元へのＵターン就農者の受け皿となりうる。また、既存生産者が年々減少するなかにあって、植菌数の減少の歯止めと今後の生産拡大に寄与し、ひいては本組合の生産するしいたけのブランド化が推進される。

２．地元の森林組合、原木伐採者との連携によって、老木化したナラ枯れ対策及び大径木の活用による有効資源の活用が図られ、きのこ原木として地域材○ｍ3程度の活用が見込まれるとともに、里山保全への啓蒙が図られる。




３．助成対象事業費内訳　　　　　　　　　　　
	実施項目
	事業内容
	金額
	備考

	ア　生産性や品質向上に向けた取組
（ア）原木の購入
（イ）立木の購入

（ウ）種駒の購入
イ　新たに原木生産を始める取組
（ア）原木の購入

（イ）立木の購入

（ウ）種駒の購入
ウ　説明会や現地検討会等
	　　　　　　　　　

	○○円
　　　　　○○円
　　　　　　○○円

　　　　　　○○円
　　　　　　○○円
　　　　　　○○円

　　　　　　○○円

　　　　　　○○円

　　　　　　○○円
	実施期間
平成○年○月○日～平成○年○月○日



注１：備考欄には、積算内訳を記載してください。なお、積算内訳の作成に当たっては、補助対象経費に留意してください。
　２：積算内訳については、別途詳細な内訳を提出していただくことがあります。
４　事業を実施するための必要な経費
　経費の配分
	事業種目
	事業費
（Ａ）＋（Ｂ）
	経費の内訳
	摘要

	
	
	助成金（Ａ）
	自己負担金（Ｂ）
	

	ア　生産性や品質向上に向けた取組

（ア）原木の購入

（イ）立木の購入

（ウ）種駒の購入
イ　新たに原木しいたけ生産を始める取組
（ア）原木の購入

（イ）立木の購入

（ウ）種駒の購入
ウ　説明会や現地検討会等

　
	    　　　○○円
○○円
○○円
    　　　○○円
　○○円
○○円
○○円
○○円
○○円

	          ○○円
○○円
○○円
        ○○円
  ○○円
○○円
○○円
○○円
○○円
	           ○円
○円
○円
○円
         ○円
○円
○円
○円
○円

	 謝金　     ○○円
 旅費       ○○円

（以下、対象経費ごとに記載して下さい。）


	計
	
	
	
	


注１：摘要欄には、積算内訳を記載してください。なお、積算内訳の作成に当たっては、補助対象経費に留意してください。
　２：積算内訳については、別途詳細な内訳を提出していただくことがあります。
６　定款、寄附行為、役員名簿、団体の事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット等（協議会により実施する場合は、協議会の規約、名簿等）
[image: image1.emf]（別　紙）

【（別記様式第1号）の２．事業の概要（１）事業計画】

原木購入 6,000 250.0 1,500,000 100.0 600,000

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 4,000 56.0 224,000 56.0 224,000

細計 10,000 - 1,724,000 - 824,000

木片駒 300,000 2.5 750,000 1.0 300,000

細計 300,000 - 750,000 - 300,000

原木購入

立木購入 4,000 65.0 260,000 65.0 260,000

自伐調達 56.0 56.0

細計 4,000 - 260,000 - 260,000

成型駒 120,000 3.0 360,000 1.0 120,000

細計 120,000 - 360,000 - 120,000

原木購入

立木購入 5,000 65.0 325,000 65.0 325,000

自伐調達 56.0 56.0

細計 5,000 - 325,000 - 325,000

木片駒 150,000 2.5 375,000 1.0 150,000

細計 150,000 - 375,000 - 150,000

原木購入

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 8,000 56.0 448,000 56.0 448,000

細計 8,000 － 448,000 - 448,000

成型駒 320,000 3.0 960,000 1.0 320,000

細計 320,000 － 960,000 - 320,000

原木購入 1,000 250.0 250,000 100.0 100,000

立木購入 1,000 65.0 65,000 65.0 65,000

自伐調達 1,000 56.0 56,000 56.0 56,000

細計 3,000 － 371,000 - 221,000

木片駒 30,000 1.8 54,000 0.9 27,000

成型駒 80,000 3.0 240,000 1.0 80,000

細計 110,000 － 294,000 - 107,000

原木購入 4,000 190.0 760,000 95.0 380,000

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 56.0 56.0

細計 4,000 － 760,000 - 380,000

木片駒 120,000 1.8 216,000 0.9 108,000

細計 120,000 － 216,000 - 108,000

原木購入 11,000 － 2,510,000 － 1,080,000

立木購入 10,000 － 650,000 － 650,000

自伐調達 13,000 － 728,000 － 728,000

小計 34,000 － 3,888,000 － 2,458,000

600,000 － 1,395,000 － 585,000

520,000 － 1,560,000 － 520,000

小計 1,120,000 － 2,955,000 － 1,105,000

- － 6,843,000 － 3,563,000

＊助成対象者を追加する場合は、適宜お願いします。

計

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

△△△△⑥

種駒（種類別）

注）助成単価とは、原木は、①流通しているものは導入価格に1/2を乗じた価格以下で1本当たり100円を上限、②立木購入は1本当たり65円を上限、③自らが所有している山林から原木を調達する際は1本当たり56円とする。種駒は導入価格に1/2を乗じた価格以下で1駒当たり1円を上限

とする。



△△△△②

広葉樹材の

活用量

助成対象予定者名

１．原木しいたけの生産性向上や品質向上に係わる助成金の内訳

広葉樹材の

活用量

（Ｂ）28年度の

予定単価（円）

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

（Ａ）28年度の計画

（本、個）

広葉樹材の

活用量 平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

種駒（種類別）



助成単価（円）

（Ｃ）

種駒（種類別）

広葉樹材の

活用量

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日



平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

種駒（種類別）

助成対象 ｶﾃｺﾞﾘｰ

助成対象額（円）

（Ａ）✕（Ｃ）

備　考 事業費（Ａ）×（Ｂ）

△△△△③



事業の実施期間



計

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日



△△△△①

広葉樹材の

活用量

種駒（種類別）



種駒（種類別）

広葉樹材の

活用量

種駒（種類別）

△△△△⑤

広葉樹材の

活用量



△△△△④


[image: image2.emf]（別　紙）

【（別記様式第1号）の２．事業の概要（１）事業計画】

原木購入 500 300.0 150,000 100.0 50,000

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 56.0 56.0

細計 500 - 150,000 - 50,000

木片駒 15,000 2.5 37,500 1.0 15,000

細計 15,000 - 37,500 - 15,000

原木購入

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 1,000 56.0 56,000 56.0 56,000

細計 1,000 - 56,000 - 56,000

木片駒 30,000 2.5 75,000 1.0 30,000

細計 30,000 - 75,000 - 30,000

原木購入 800

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 1,200 56.0 67,200 56.0 67,200

細計 2,000 - 67,200 - 67,200

成型駒 80,000 3.0 240,000 1.0 80,000

細計 80,000 - 240,000 - 80,000

原木購入 2,000 190.0 380,000 95.0 190,000

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 56.0 56.0

細計 2,000 - 380,000 - 190,000

木片駒 60,000 2.5 150,000 1.0 60,000

細計 60,000 - 150,000 - 60,000

原木購入

立木購入 3,000 65.0 195,000 65.0 195,000

自伐調達 56.0 56.0

細計 3,000 - 195,000 - 195,000

成型駒 12,000 3.0 36,000 1.0 12,000

細計 12,000 - 36,000 - 12,000

原木購入

立木購入 65.0 65.0

自伐調達 1,000 56.0 56,000 56.0 56,000

細計 1,000 - 56,000 - 56,000

木片駒 30,000 1.8 54,000 0.9 27,000

細計 30,000 - 54,000 - 27,000

原木購入 3,300 － 530,000 － 240,000

立木購入 3,000 － 195,000 － 195,000

自伐調達 3,200 － 179,200 － 179,200

小計 9,500 － 904,200 － 614,200

木片駒 135,000 － 316,500 － 132,000

成型駒 92,000 － 276,000 － 92,000

小計 227,000 － 592,500 － 224,000

- － 1,496,700 － 838,200

＊助成対象者を追加する場合は、適宜お願いします。



種駒（種類別）

広葉樹材の

活用量

計

計

２．新たな原木しいたけ生産に係わる助成金の内訳

〇〇〇〇⑥

広葉樹材の

活用量

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日



種駒（種類別）

広葉樹材の

活用量

種駒（種類別）

〇〇〇〇④

広葉樹材の

活用量

種駒（種類別）

〇〇〇〇⑤

広葉樹材の

活用量

〇〇〇〇③

種駒（種類別）



事業の実施期間



備　考

〇〇〇〇①

広葉樹材の

活用量

種駒（種類別）

〇〇〇〇②

広葉樹材の

活用量

種駒（種類別）

助成対象額（円）

（Ａ）✕（Ｃ）

ｶﾃｺﾞﾘｰ

助成単価（円）

（Ｃ）

（Ａ）28年度の計画

（本、個）



平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日



注１）助成単価とは、原木は、①流通しているものは導入価格に1/2を乗じた価格以下で1本当たり100円を上限、②立木購入は1本当たり65円、③自らが所有している山林から原木を調達する際は1本当たり56円とする。種駒は導入価格に1/2を

乗じた価格以下で1駒当たり1円を上限とする。

（Ｂ）28年度の

予定単価（円）

事業費（Ａ）×（Ｂ） 助成対象予定者名 助成対象

平成28年12月△日

　　　　　　～

平成29年3月10日


